
 

  

 

 

 

 ９月７日、学校運営協議会委員研修会(和歌山県教育委員会主催)が有田市民会館にて開催されました。有田

市からは３４名が参加しました。文部科学省ＣＳマイスター 井上尚子氏による講演「地域とともにある学校

～大事なのは対話と信頼～」とグループワークが行われました。その様子を写真と感想から一部ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や地域の人に見守られ
ながら、校区内の「とまれ」足型

を修復しました。作業を通して、
子どもたち自身が交通安全を 

意識するよい機会になりました。 

グループワークは苦

手でしたが、いろん

なお話を聞けて楽し

かったです。 

他の学校運営協議会委員の

方と話をする機会があって

良かったです。いろんな取組

を交流できました。 

各団体をどの

ようにつない

でいくかが大

事だと改めて

思いました。 

 回覧 

有田市教育委員会 

  R７.10.１ 

小学生の放課後及び休日の安全・安心な居場所として「地域ふれあいルーム」を開設しています。各館とも  

月に数回、地域の人を先生としていろいろな体験活動を実施しています。学校区に関係なく参加申込できます。 

案山子（かかし）を作ろう とまれ足型ペイント作業 

地域の人の協力で、竹や 
わら、古着などを利用して、 

４体の立派なかかしが完成！ 

さっそく自分たちが田植えを
した田んぼへ立てに 

行きました。作業を 
通して昔の人の知恵 

に触れることができ 

ました。 

学校運営委員

として、学校

と地域のつな

ぎ役になりた

いです。 

実例を交えた講演は

分かりやすく勉強に

なりました。何をすれ

ばよいか、今後考える

資料になりました。 

コミュニティの輪

を広げるために、ま

ず自分から話しか

けようという気持

ちになりました。 


